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防虫剤への応用

睦彦,　奈良女大家政　辻井康子

　目的　1,3,5- トリオキサン（以下トリオキサンと略す）は，安定な無色昇華性固体であ

る。トリオキサンが衣料用防虫剤として好適な薬効を示すことを見出したので報告する。

文献調査と安全性試験の結果，トリオキサンは生理的安全性が極めて高いことが分った。

　方法　1）直径　3cinの金網寵に,イガ，ヒメマルカツオブシムシまたはヒメカツオブシム

シ各幼虫10頭および　3C謂角の標準羊毛布を入れた。500恥Iガラス瓶の底に薬剤　0.5gを置

き，金網籍を　5cinの高さに固定した。瓶を密栓し所定温度の恒温室に所定時開静置後，龍

を取出して幼虫の生死と食害量を調べた。2）イガ卵に対して，トリオキサン濃度の効果を

調べた。3）衣装箱中で，イガ幼虫に対する殺虫効果と摂食阻害効果を,他種薬剤と比較し

た。トリオキサンの昇華速度は，ポリエチレン包材の孔数によって調節した。4)ポリエチ

レン袋中でのイガ幼虫に対する効果をp-ジクロロベンゼンと比べた。

　結果　i）3ot: においてイガに対して，トリオキサンは24時間でほぼlOOXの殺虫率を示し

食害も全くなかった。これはp －ジクロロベンゼンと同様の結果であり，ナフタレンよりも

強い効果であった。ヒメマルカツオブシムシおよびヒメカツオブシムシに対するトリオキ

サンの効果が現れるのはp -ジクロロベンゼンよりも遅かったが, 44時間後には殺虫率がほ

ぽloo馴こなった。2）30°Cにおいて　140時間トリオキサン含有雰囲気中に置いたイガ卵は，

トリオキサン濃度　2Blg／l以上において，全く孵化しなかった。3）トリオキサンは平均濃度

　５～8Big／!　でp-ジクロロベンゼンと同等の効果を示した。4）ポリエチレン袋中でトリオキ

サンが十分な効果を示したのに対し. p-ジクa aベンゼンは全く効果を示さなかった。
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ルジメチルアンモニウムクロライドの繊維への吸着挙動

）柔軟化効果と繊維の吸水性

9 3開発研　○佐々木久美・山田幸一・横井健二・奥村統

［目的］家庭用綴織柔軟仕上剤の基剤として｡｡ジ硬化牛脂アルキルジメチルアンモ=.ウム

クロライド（D S ）が最も多用されて来ている。しかし. D Sは柔軟化効果は優れている

ものの、肌着やタオルなどの吸水性を劣化させる間題点が度々指摘されて来た。そこで筆

者等は繊維の吸水性を損なわない柔軟化基剤を得る事を目的として、アルキル頗の不飽和

度が異なる数種のジ長鍍（アルキル／アルケニル）型カチオン活性剤を合成し。それらの

綿繊練製品に対する柔軟化効果と吸水性への影響を評価した。

c 方法］不飽和度が異なるジ長鎖（アルキル／アルケニル) 四級塩は牛脂脂肪酸ないし高

純度オレイン搬を出発原料として合成した。これらの不飽和度はヨードメトリー（JIS K

0070)で測定したヨウmmを指標とした。供試布は熟湯洗浄した綿タオル及び綿メリヤス

布を用いた。供試布は家庭用二槽式電気洗濯機を用いて洗剤洗浄及びバッチすすぎを２回

行った後柔軟処理を施し（いずれも25℃) ,室温で乾燥後評価に供した。柔軟性は官能評

価により、又吸水性はJIS L1079 B法（バイレック法）により秤価した。

　［結果］吸水性はジ長銀（アルキル／アルケニル) 四級塩の不飽和度が増すと徐々に向上

し、ヨウ素mが60付近で急激に立ち上がる傾向が認められ、特に70以上のジオレイルジメ

チルアンモニウムクロライド（ＤＯ）で処理した楯合は洗浄だけで柔軟処理しない場合の

値に近くなる事が判明した。又.通常濃度の2 普で柔軟処理した場合でもＤ Ｏ,では吸水性

の低下は僅かであった。一方。不飽和度の上昇に伴い柔軟化効果の低下は忽められたが僅

かなレベルであった。


